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論文の要旨 
 表情は最も身近な情動表出行動の一つである．表情は個人固有のメディアとして，また同時に社会的
なインタフェースとして，コミュニケーションに大変重要な役割を果たしている．しかしながら，実環
境・日常生活・対人コミュニケーションの場において，日常行動を行う個人の表情を継続的に記録，さら
に識別することは未だ大変困難である．また視認できる範囲での情動反応から得られる情報は限られて
おり，社会的笑顔といった演技的な行動を識別することは，人々においても容易ではない．そこで本論文
の著者は，可能な限り自然な表情表出を阻害しない顔側における表情筋活動計測（Facial EMG），精神活
動状態を示す汗腺による皮膚電気活動（EDA）計測，及び慣性センサ（IMU）により取得した物理的な頭部
動作，といった行動及び生理的指標に基づき肯定的情動反応の動特性を明らかにすることを目的として
いる．これは，統計的手法と生体信号処理，及び機械学習法を利用して，生体電位信号や物理センサ信号
を用いた情動反応の識別技術を提案するものである．特に表情計測においては，表情筋活動を通じて自
然な笑顔と演技による笑顔の識別を可能とする新しい技術を確立している．また，笑顔を視認した際の
自身による主観的な評価及び他者による評価を比較する認知実験を行い，自身や他者がどの程度これら
異なる笑顔を知覚できるかという問いに対する新たな知見を提供するものである．  
 本論文は英文で全９章からなり，これら一連の研究成果が纏められている．  
 第１章は序論で，本研究の位置づけと研究の背景，及び研究目的を述べている． 
  第２章では，情動表出とその身体性に関わる関係性及びその評価に関する関連研究を紹介している． 
 第３章では，肯定的な情動表出の計測に関し，従来手法であるカメラや生体電位信号を用いた同定手
法を述べるとともに，その課題を明らかにしている． 
 第４章では，生体電位信号に基づく表情識別技術に関する提案手法について詳細に述べている．ここ
では，可能な限り自然な表情表出を阻害しない顔側における計測より，顔表面中に伝搬する表面筋電位
を主とする生体信号を取得し，表情を推定する手法について，信号処理の観点から詳しく述べている．自
然な表情表出の際の生体信号に関する空間的・時間的特性，及び形態学的な解析が示されている．  
 第５章では，開発したデバイスにより自然な笑顔表出と演技的な表出を識別する手法に関する研究成
果が述べられている．ここでは，被験者実験を通じて提案手法の有効性を示している．  
 第６章，第７章では，自然な笑顔と演技的な笑顔表出に関して自身による主観評価，及び他者による主
観評価に基づき，定性的な評価に関する比較検証を行った結果について述べている． 
 第８章では，全体としての考察と評価を行うとともに，応用例を挙げて有用性を議論している．  
 第９章では，研究成果のまとめと将来展望を述べている． 
審査の要旨 
【批評】 
 本論文は，人間・情報・機械系の融合技術と，生体電位信号処理の知見を活かすことで，実世界におけ
る日常生活の中で個人の表情を識別・記録する機器の可能性を大きく広げるとともに，行動・生理指標を
用いて肯定的情動反応の同定を可能とする手法を提案するものである．ここでは，他者のみならず自身
でも識別することが容易でない自然な笑顔と演技的な笑顔の差異に着目し，それを行動・生理指標を通
じて明らかにすることが可能であることを示している．さらに，情動反応の定量的な計量のみならず，文
化差も含めた人の認知特性に関する比較評価検証を行うことで，ある特定の条件下において人の行う判
断を超えて情動反応を同定するという可能性を見出している．このように，工学のみならず心理学の知
見に基づく横断的な研究課題に取り組み，人々の生活環境の中で情動表出活動の記述が可能であること
を示してきた．本研究は，これまで古くから研究されて来た表情識別という分野において，生体電位信号
を用いた新しいデバイスの開発を通じ，表情表出に関する理解を深化させる研究手法の有効性を示すな
ど，感性・情動情報処理における新しい応用の可能性を拓くものとして高く評価できる． 
 一連の成果を通じて，行動・生理指標に基づく笑顔を中心とした肯定的情動反応の理解を深化させる
新たな方法論を提案し，人と人とのインタラクションにおける評価手法を拓くものとして，その学術性
を高く評価できる．これらの成果は，人間情報学，及びエンパワーメント情報学の発展に資すること大で
あるため，本論文は博士(人間情報学)の学位論文として相応しいものであると認める． 
 
【最終試験の結果】 
平成３０年２月７日，専門委員会において，専門委員会委員の全員出席のもと，著者に論文について
説明を求め，関連事項につき質疑応答を行った．その結果，専門委員会委員全員によって，合格と判定
された． 
 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき，著者は博士（人間情報学）の学位を受けるに十
分な資格を有するものと認める． 
